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自然の様子や最近の出来事など、 

旬の公園情報をご紹介します。 

とうじの岬から 

大房
たいぶさ

岬
みさき

自然公園ニュースレターＮo.89 

この時期、ツバキ・サザンカの葉にそれを食草にする

チャドクガの幼虫が大量に集まっていることがあり

ます。これに触ると… 

▲痛み ▲かぶれ 

などの症状が出ます。 

近づかないでください！ 
 

また成虫も同じ毒を 

持っています。ご注意を！ 

 

たいぶささんぽ 

特集「ボランティア活動」→→→裏面へ 

チャドクガの幼虫 

ツバキやサザンカのてかてかした葉に注意！！ 

「アオウミガメ」 

タイマイ浜にウミガメが!! 

5月 11日、タイマイ浜にウミガメの死体が漂着。
ウミガメの調査・保全をしている団体（ＥＬＮＡ）

に同行し、調査の為の解体に立会いました。 

アオウミガメの食道からは大量のテングサ（海

藻）が出てきました。この草を食べるために南の

島からはるばる大房の海へ来ているのですね。こ

の地域の海の豊かさを改めて感じました。 
 

磯遊びスポット「タイマイ浜」は、昔ウミガメがよ

く産卵に来たため、「タイマイ（亀の名前）」と 

ついたという説もあるほど。皆さんも運が 

良ければウミガメに出会えるかもしれませんよ。 

「ハマダイコン」 

かわいい紫色の 

花の名前は… 

海岸の砂地に生える多年草。白と薄紫で海辺を

美しく彩ります。日本全国の浜に分布しています

が、コルク状の丈夫な「さや」が熟して軽くなり、海

流にのって他の海岸へ渡ったのだとか。 

ダイコンの名が付く通り、葉っぱが大根に似ていま

す。実際食用もでき、やわらかい葉や根などを天ぷ

らやおひたしにして食べられるそうですよ。 

お日様を浴びて新緑の黄緑色がキラキラしています。一雨ごとに木も草もぐんぐん伸びる季節。 

梅雨を避けてか（？）キャンプ場は予約が少ないです。貸切のチャンスかも…！ 

 運動園地のトイレ脇、 

展望塔周辺、 

ビジター～第二キャンプ場の道 

などが要注意！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発行元】大房岬ビジターセンター 公園長：畑野 佳昭  （指定管理者）：NPO 法人千葉自然学校   

〒299-2404 南房総市富浦町多田良 1212－29TEL:0470-33-4551/FAX:0470-33-4663 

メール:park_taibusa@chiba-ns.net  HP：http://taibusa-misaki.jp/  

【対 象】小学生３～６年生 定員 10名 

【参加費】1,000 円 

【会 場】大房岬自然公園 

 
 

●お申込は大房岬ビジターセンターまで！ 

TEL：0470-33-4551 

   

 

海ではなく森で暮らし

ている不思議なアカ

テガニ…彼らのすみ

かはどんなところ？

探しにいこう！ 

 

例① 「大房親和会」さん 
自然公園運動園地にて週２回、グラウンドゴルフの練

習に取り組まれている平均年齢 70 代の団体です。 

芝刈り後の草の片づけや桜の植樹の活動のご協力をい

ただいています。 
 

例② 「若潮走友会」さん 
園内の園路をランニングコースとしてトレーニングされて

いる走友会さん。毎月第二第四日曜に大房岬で測定

会をされていますが、その前に園路を掃き掃除してくだ

さっています。 
 

例③ 「森のようちえん はっぴー」さん 
園内の森や磯、広場のいたるところを園庭として活動

されている通年型の森のようちえんの団体です。台風で

倒れた木の枝を一緒に片づけたり、縁石を集めてトカゲ

のすみかを作ったりと、公園の作業を一緒に手伝ってく

れる小さなレンジャーたちです。 
 

例④ 「個人で…」さん 
園内を散歩の折に撮られた写真を寄贈いただき、イン

フォメーションセンターで展示したり、岬レンジャー事業の

新聞記事をご覧になって寄贈いただいたアナグマの剥製

をビジターセンターで展示したりしています。 

 

大大房房岬岬フファァンン→→ボボラランンテティィアア活活動動 の動きが広がっています。 

大房岬に来られる個人の方や団体の皆様と一緒に公園の整備や植樹、生き物のすみか作りをしています。 

お互いに顔なじみになっていく中で、自然に生まれてきたボランティア活動…公園を愛する方達との協同の場、

いわゆる「新しい公共」が育まれつつあります。これをお読みの皆さんもぜひ！一緒に活動してみませんか？ 

 

【開催日時】６月２１日（土） 
１０：００～１５：００ 

 

 

第二回は…  「岬の主」 

 

を探せ！（タイプ：みさき） 

【はっぴーさん】生き物豊かな公園づくり！ 

トカゲのすみかを作ってくれました。 

【大房親和会さん】運動園地に桜の植樹。 

ずっと花見ができるようにと願いを込めて・・ 

大房岬ビオトープ計画◆ボボラランンテティィアアイイベベンントト  
 

7/8(火)生き物観察講習会～夜の生き物観察イベント 

11/13(火)池を掘りだそう」～土砂の掻き出しと落ち葉掻き 

1/20(火）不動滝の手入れ～池の清掃と石組みづくり 

2/2(火）生き物の暮らす川の整備～アカテガニのすみか 

 

 

大房の桜を守る！◆““桜桜守守””ののイイベベンントト  
 

11/20(木)桜保全講習会～てんぐす病の除去など 

12/10(木)桜の枝の剪定、除去体験 

1/28(木)桜を育てる間伐体験 

2/12(木)桜の追肥と竹を使った空気管作り 

 

 

今後のボランティア活動 (※日程、内容は仮。詳細は随時発表！) 個人でも参加できる！ 

mailto:park_taibusa@chiba-ns.net

